
ロジクール SYNC： 
あらゆるスペースでリモート 

デバイス管理が可能
会議室、個々のワークステーション用デバイス、フレック

スデスクを、すべて単一のプラットフォームで管理
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私たちは今、IT管理を必要とするデバイスの数が年々増加
している時代にいます。会議室の数も増加し、それに導
入されるデバイスの数も増加しています。また、キーボー
ド、マウス、ドッキングステーション、ウェブカメラ、 
ヘッドフォンなど、個々のワークステーションで使用される
デバイスの数も増加しています。まもなく、デスク予約デ
バイスもそれに加わることになるでしょう。これらのツー
ルはすべて、ソフトウェアとファームウェアの状態を常に
把握して、保守管理を行って、最新の状態に保つ必要があ
ります。

そのためIT部門は、より迅速に効率的なデバイス管理が行
える革新的なソリューションを積極的に探し求めていま
す。購入後数年間は、定期的なサポートと更新を提供する
ソリューションが必要です。

さらに、施設管理者と協力して、会議室およびパーソナル
ワークスペースの構成やデバイスの導入を最適化できるよ
うに、これらすべてのデバイスの使用状況を把握する必要
があります

ロジクール Syncは、今日のIT部門向けに作られたクラウド
ベースのリモートアプリケーションです。IT部門は、デバ
イスの監視と管理を行い、その使用状況を把握することが
できます。

 � Syncを使用することで、会議室に導入するデバイス
や、個々の従業員がオフィスのデスクや自宅のワーク
スペースに導入するツールなど、会社全体のデバイス
の監視、管理、更新を簡単に行えるようになります。

 � 施設管理部門とIT部門は、自由度の高いワークスペー
ス向けに予約可能なデスクが書かれたフロア構成図を
Syncからアップロードして設定することができます。 

 � Syncにより、フレックスデスクや会議室でのデバイス
の使用状況に関する有用なデータとインサイトが得ら
れます

 � Syncにより、シンプルなブラウザベースのインターフェ 
イスを通して、この一連のプロセスをどこからでも管
理できます

Syncがどのようにして会議室の管理とハイブリッドで働く
従業員へのサポートを容易にするかをご紹介します。

ロジクール Syncのご紹介： 
ワークスペース全体でデバイス管理
が可能
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会議室とフレックスデスクでのデバイス管理の効率化

はじめに：デバイスのセットアップとグループ化
まず、セットアップから始めましょう。ロジクール Syncは、デバイスプロビジョニング用の便利で効率的なソリューショ
ンを提供します。各デバイスからユーザー名とパスワードを使ってサインインする代わりに、ロジクールでは、プロビジョ
ニングコードを使って素早くシームレスなプロビジョニングを行うことができます。これによって、複雑な認証プロセスが
不要になります。

次に、Syncは、より効率的に整理できるよう、デバイスを
適切にグループ化します。基本的に、Syncはデバイスのグ
ループ管理を軸に構築されています。場所や地域別にデバ
イスをグループ化し、ユーザーごとの表示を切り替えるこ
とができるため、管理者は自身に必要な情報だけを管理 
することができます。
Syncは、大規模な組織や複数の顧客を管理している組織 
向けに、マルチテナンシーをサポートしているため、 
マネージドサービスプロバイダー（MSP）や企業が、複数
の顧客やIT組織にわたって管理するための、最適なソリュ
ーションになっています。大企業は、あらゆる地域の 

子会社ごとに、会議室の管理を簡単に分けることができ
ます。MSPは、環境を混在させることなく、Management 
as a Service（サービスとしての管理）を顧客に提供でき
ます。Syncは、エンドツーエンドの暗号化を使用し、 
オーディオ、ビデオ、共有コンテンツの収集や送信を一
切行わないため、会議データのプライバシーと安全性が
保証されます。
Syncでデバイスのプロビジョニングとグループ化が完了し
たら、プラットフォームを通したデバイスのリモート管理
と監視の具体的なメリットを見ていきましょう。
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問題をリアルタイムで監視して解決する
多くの場合、IT部門は、オフィスのデスクや会議室を定期的に巡回し、オンライン接続の状況やデバイスが正常に機能して
いるかを念入りにチェックする必要があります。

Syncは、増え続けている、さまざまなロジクールデバイス
およびサードパーティ製デバイス (ウェブカメラ、スピー 
カー、タッチコントローラなど) をリアルタイムで監視し、
問題が発生する前にその発生リスクを警告します。
Syncダッシュボードは、USBケーブルが外れている、部品が
欠落しているなどを正確に診断できます。IT部門が現場訪問に
時間を浪費せずに済みます。これらの問題はIT部門スタッフに

電子メールアラートとして直接送信されるか、ServiceNowの
ワークフローの一部として通知されます。
監視機能によってIT部門は、各フレックスデスクとビデオ
会議室に関する有用なインサイトが得られるため、問題を
事前に解決できます。ユーザー側には、デスクに座るたび
に、あるいは会議に参加するたびに、すべてが想定通りに
機能しているというメリットがもたらされます。
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会議室用デバイスの高度な管理
個々のデバイス設定の微調整、再起動スケジュールの設定、および追加構成の管理は、個々に取り組むと手間と時間のかか
る作業になってしまいます。

Syncを使用すると、デスク用デバイスや会議室用デバイス
をリモートで簡単に設定できます。Syncに接続された個々
のデバイスまたはデバイスグループを選択し、アクション
（RightSight自動フレーミングの有効化/無効化など）を選
択するだけで、あらゆる場所からデバイス管理を行えます。

Syncはまた、個々のデバイスまたはグループ化したデバイ
スに対して設定されたスケジュールで再起動を行い、さまざ
まな場所、スケジュール、および作業環境でのデバイス管
理を効率化します。
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更新の適用認証やカスケード処理を管理
IT部門にとって更新の作業は苦痛になることがあります。デバイスの更新時に、IT部門は多くの点を考慮する必要がありま
す。セキュリティのコンプライアンスと互換性はそのほんの一部です。IT部門は、更新の適用認証を慎重に行い、会議室が
オンラインにつながったまま機能し続けられるよう、更新をカスケード処理で行う必要があります。

Syncはオンデマンド更新とスケジュール更新の両方をサ
ポートしています。そのため、Syncダッシュボードを介し
て、デスクや会議室に最新ファームウェアをリモートで
簡単に導入できます。Syncを介したスケジュール更新によ
り、更新の適用を夜間帯に指定して会議室が使えない状態
を最小限に抑え、デスクや会議室をいつでも利用できる状
態に維持することができます。

Syncには、更新チャネルと呼ばれる、ロジクールデバイス
のバージョン管理を行うための機能もあります。更新チャ
ネルは、チャネル上のデバイスのファームウェアバージョ
ンを管理し、IT部門がベータ機能をテストし、テストチャ
ネルで検証してから、ファームウェア更新を以降のチャネ
ルにカスケード処理することができます。
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インサイトを使用して、情報に基づいた意思決定を行う 
最適なハイブリッドワークプレイスを構築するための所定の方法というものはなく、企業ごとに異なります。施設管理部門
とIT部門は、従業員とワークスペースに関する意思決定に役立つ、ユーザーデータを必要とします。

Syncを使用することで、デスクと会議室に関する有用なイ
ンサイトが得られ、施設管理、安全衛生、人事の各部門に
メリットがもたらされます。デスクに関しては、使用パター 
ンとタイプ（予約なし/予約あり）を追跡し、従業員の 
オフィスへの復帰状況に関する重要な情報を提供します。
会議室では、Syncはデバイスの使用状況と会議室の利用率
を追跡し、IT部門が使用状況をより良く把握できるように

します。これには、収容能力に対する利用人数、および会
議中のデバイス使用率に関するインサイトが含まれます。
施設管理部門とIT部門はこれらの指標を活用することで、
有用な情報を組織のビジネスパートナーに提供し、施設管
理、安全衛生、人事の各部門を支援できます。このデータ
主導のアプローチは、ワークスペース利用を最適化し、従
業員の快適性と安全性を高め、組織全体の効率性を高めま
す。
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会議室以外にも展開： 
SYNCでフレックスデスク環境を強化
Syncは、さまざまな独自機能を提供し、特に各部門がフレックスデスク環境を効率的に管理できるように設計されています。
これらの機能はユーザーとスペース管理において重要な役割を果たし、高度なコントロール機能と高い効率性を提供します。
ユーザー管理に関して言えば、Syncによって、各部門はエンドユーザーを効率的に監視することができます。ユーザーをグ
ループに分け、グループの割り当てに基づいてデスクの表示を行うことができます。さらに、管理者は個々のユーザーのア
クティビティログに簡単にアクセスでき、共有ワークスペースが個々のユーザーにどのように利用されているかについての
有用なインサイトを得ることができます。

スペース管理については、管理者はSyncを使用して施設の
フロア構成図をアップロードし、重要なポイントを指定
し、予約可能なデスクを示すことができます。Syncによっ
て管理者は、予約期間、予約済みデスクの解除時期の指
定、およびスケジュール予約やオンデマンド予約の空き状
況の判断など、デスクに関するポリシーを設定できます。

Syncを使用することで、会議室用およびフレックスデスク
用のデバイス全体に対するセットアップ、監視、管理の機
能だけでなく、さらにこのようなメリットが得られること
は注目できる点です。



8

ロジクール SYNC：ハイブリッドワークプレイスにおけるリモートデバイス管理

リモート管理の可能性を広げる： 
SYNCとパーソナルデバイスの連携
Syncは、導入しているパーソナルワークスペースデバイスの有用な情報を提供するロジクール Tuneとシームレスに連携し
ます。この連携により、IT部門は選択したデバイスファームウェアの更新を適用し、最適なパフォーマンスとシームレスな
コラボレーションを実現することができます。Syncを使って以下のことができます。

 � ウェブカメラ、ヘッドセットなどのパーソナルコラボレーションデバイスの使用状況を簡単に追跡
 � ファームウェア更新をパーソナルデバイスに適用して、リモートワークで働く従業員にスムーズで安定したパフォーマ

ンスを提供
 � ユーザーがファームウェアを常に最新の状態に保てるように積極的にサポートし、潜在的な問題を最小限に抑え、デバ

イス機能を最適化
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ハイブリッドワークプレイスで、ロジクール Syncの可能性を引き出しましょう。会議室で使用される
デバイスやパーソナルデバイス、フレックスデスクの環境をシームレスに管理することは、今まで以
上に簡単です。Syncにより、IT部門は簡単にプロビジョニング、リアルタイム監視、および高度な管理
機能を使用できます。Syncは、更新の適用認証や管理機能、設定の微調整機能、会議室とワークスペー
スの利用を最適化するための有用なインサイトを提供します。
ロジクール Syncの革新的な機能を活用して、モダンワークプレイスにおけるデバイス管理に革命をも
たらしましょう。


